

















































一九四六年一月に佐世保港に復員する。この間の戦争体験が作品に影響を与えたことは言うまでもないが、また同時に「肉体」への思想を深めさせる原体験にもなっている。 「肉体の悪魔」 （ 『世界文化』一九四六年 月） 、 「肉体の門」 （ 『群像』一九四七年三月）を発表し、さらに五月に「肉体が人間である」を『群像』 発表している。空洞 した思想、封建的思想により、戦争の惨禍を味わったことへの不信感がそこ は表明されていた。
　「思想」への不信は徹底的である。私たちは、いまやみづからの肉体以外のなにものも信じない。肉体だけが真実である。肉体の苦痛、肉体 欲望、肉体の怒り、肉体の惑乱、肉体の眠り、――これらのことだけが真実である。これら こと あることによつて、私たちははじめて自分が生きてゐることを自覚
するのだ。 （ 「肉体が人間である」 ）　
一体、肉体とはなんであるか、このもつとも根本的な問題を
探究することを、日本人はおこたつてゐた。日本人は人間を構成する基本的条件である肉体の問題に いて、あまりに偏狭に考へすぎてきた。そんな問題に没頭することを、下卑てゐるやうに る習慣もあつた。封建主義によつて利用されてきた儒教の影響もあつたし、また日本人が菜食民族であつたためでもあらう。 （前同）　
私たちは、真の人間性とはどんなものだか まだよくわから







































































































（他にも、百合子、さち子という女性が登場する） 。公表禁止の初出版では、 「みんな本当の朝鮮の名前があるのだつたが、いづれも故郷の家の生活の苦しさのために、天津の曙町へ前借で買はれてきてから、日本名をつけてゐた」というように、女性たちが朝鮮人であることが書き込まれている。また、春美に好意を寄せ、大隊副官という立場を用いて接近する成田中尉と 彼女の最初 やり取りの場面で、自分を蔑む副官に対し、春美は「天皇陛下」という名詞を出す。そんな春美に、成田中尉は「馬鹿野郎、たかがチョウセン・ピイの分際で、 にをいふか」という言葉を投げつけている。単行本刊行に際して、これらの点は次のように変更されている。
　
彼女たちはいづれも、この大陸と地つづきの一角の土地生れ
だつた。みんな本当の名前があるのだつたが、いづれも故郷の家の生活の苦しみのために、天津の曙町へ前借で買はれてきてから、源氏名をつけてゐ 。いまでは客からは源氏名以外に呼ばれたことがない で、そ 方が彼女たち あひ でも通りがよくなつてゐて、本 は彼女たちの心のなかでし 知られてゐない。その自分たちの でさへ、どうかすると忘れ果ててゐるやうなときがあつ 。 （単行本版「春婦伝」 ）










記述や、単行本「序」により、読者は経験的に、女性たちを「朝鮮人慰安婦」であると判断できたはずである。泰次郎の「春婦伝」は、テクスト内部に「朝鮮人」 「慰安婦」と う表現は見られないものの、描かれている女性はそのように了解されていたと考え る。　
ところで、銀座出版社版の序文は、未発表の初出版より長いも








理はなかつた。毎日客をとるしようばいとはいへ、天津の客は地方人 いふまでもなく、兵隊たちにしても、どことなく垢にけてゐたが、この辺境の兵隊たちは、熊のやうな鈍重さう 身体つき、にぶい眼の光からでも、ひつこくて、根深い欲望を、この肉体のなかにうづかせてゐることが想像されて、彼女たちを不安がらせるのだ。 （単行本版「春婦伝」 ）　
自分の肉体が好むものは底抜けに好み、きらひなものは徹底
的にきらふ。その表現の強烈さは、彼女たちの肉体の かの生命の強烈さあらはしてゐる。にんにくを嚙じり、唐辛子を食ふ彼女たちの肉体は、肉体そのも が一つの苛辣な意志なの ある。 （単行本版「春婦伝」 ）
　「肉体」を標榜する泰次郎は、ここでも女性たちの肉体に意志を持たせている。そのこと自体は、作家の獲得した思想性の表出であり、正宗白鳥の指摘したように、創作の問題へ帰結させることも可能であろう。同時に、春美とい 女性が 天津にいたとき友田とい
う男に捨てられたこと、それから春美は「肉体」の声に従い、 「北方にはいつた県城」の求める「女」 （彼女は自らの肉体の意志であることが強調される）になるのだった。ここで 春美 次 ような思考が提示される。
　
友田のことを忘れるためには、自分の肉体をいろんな男の肉
体にぶつつけることしかないと彼女は思つてゐる。男への未練とは肉体の記憶にすぎないのだ。その肉体の記憶を忘れるためには、もつと強い刺戟で肉体を麻痺させることしかないことを、彼女の生きよう する本能はかぎとつてゐる。 （単行本版「春婦伝」 ）
　
春美を動かすのは、泰次郎が「肉体が人間である」や「肉体解放
論」で展開したような、肉体による思想、精神性であ この原理によって行動する春美という「慰安婦」に課せられていたのは、そもそも「娘子軍」の顕彰では かったか。春美は 成田中尉に汚れながら肉体を反応させ 。中尉への復讐のため 、三上真吉という上等兵を利用する。 隊原理により行動する三上は、春美の誘惑にすぐには応じない。やがて彼らは、生死を共にすることになり物語の最後、自ら命を絶つまで追い込まれる。 「下級兵士」と「娘子軍」の恋愛という問題は、映画『暁の脱走』でも触れるが、あくまでも戦争行為ぜんたいから見たら、内部 問題に帰結せざ をえない。 「序」にあるよ な「日本軍の将校」や「その情婦たちである後方の日本の娼婦たち」 存在と 下級兵士たちを分けるた
一〇〇











九五〇年一月に公開された。 『映画年鑑１９５１年版』 「記録篇」を見てみると、 『暁の脱走』は「反戦メロドラマ」と分類されている。この時期、新東宝は、第四期（一九四九年八月から一九五〇年一月）の半ばにあたる十二月に自主配給を意図したため、東宝側の申請を受け、東京地裁から正月興行予定、八作品が仮処分を受けた。その中に『暁 脱走』も入っている。しかし興行者側 斡旋により「新東宝映画配給委員会」が設立、興行にこぎつけた。 『暁






ＡＰの検閲を受けて、合計七回の脚本の書き直しを行っている（脚色には黒澤明も携わるが 一九四九年一月三一日の審査、第四稿では黒澤の名前は消えてい ） 。検閲で「不許可」になった理由として、 「戦争と売春」があったと平野は報告している。第三稿の審査には谷口の演出意図が添付されている。谷口の意図は、過去の軍国主義への無批判な人々へ反省を促す点である うだ。平野は一九八六年に、谷口にインタビューを行う。そこ 谷口は次 ようなことを述べた。
　
この作品で谷口監督は、日本軍がいかに兵士の人間性と恋愛



























































山口淑子になったはずの女優の二重性が再び越境され、意味を持たされるとき、それは中国戦線へのノスタルジックな感傷的志向＝欲望を示すこ にもなるので ないか。戦争の批判、反戦というメッセージは、効力を弱める結果になる ではないか。　
同時代評の中で、上野一郎は次のような指摘をしている。 「こ













　『映画春秋』において、 「シナリオ批評をおこすべきこと」 （一九四九年八月）と宣言した大熊信行は、同じ『映画春秋』 （一九五〇年一月）の「日本シナリオの分析」で 『暁の脱走』について次のように述べる。 「しかるに作者があらかじめ戦後的な一定の観念をもち、観念そのものを表現する手段として、ストオリイをつくり、人物 こしらえあげる場合には、人間そ ものゝ探究と うことは問題にならず、人間感情および人間生活における写実の把握ということは、努力の目標にならない」　戦後の観点から戦時下の軍隊を批判する方法では、必ずしも真実









反対の歓喜の光が、かつとかがやく を見た。服従し、服従し、服従してきた者が、肉体と生命を賭けて、最後に示す圧迫者への不信だつた。その二 三秒のあひだ 、なんとながく感じたてたことだらう。彼女 これまで 涯のなかで こんなに充実した時間を経験 ことはなかつた。男の瞳をみつめて、彼女は恍惚境のなかにじ とひたつてゐた。　
轟然と手榴弾ははじけ散り、二人の心臓は裂け飛んで、その









































の脱走』との差異として、春美と三上は、手榴弾により爆死す 結末になっている。 『春婦伝』を、戦争を題材とし 、谷口のような意図を持った映画 期待するとき 飯田や佐野の指摘するような点は不満になるだろう。　
原作「春婦伝」と比してみると、春美と成田中尉が最初に言葉を
投げつけあう場面では、 「ピイ」という言葉が発せられ、また「天






























身体は、映画の中でさらけ出され、 られる対象となっている。慰安婦という隠密な存在の役でありながら、野川＝春美は「見 」行為の対象 なる。もちろん山口淑子／李香蘭もそうであったが、彼女はバイリンガル、慰問団歌手という、声を発する役割が与えられていた。それに比して 野川＝春美は視覚的な対象である。冒頭、タイトルと横に野川＝春美が現れる。彼女 荒野を、風に吹かれ和装の足元を捲くられながら、歩く。そして、彼女が天津の娼婦であ












『暁の脱走』との差異はここに認められる。また「日本人娼婦」としての表象は原作とも違うのだが、鈴木清順がその〈美学〉をもって映 出した『春婦伝』の春美は、 「見る」主体としての男性（登場人物＝観客）の共犯関係を作り出す結果となって る。　
戦争という背景、慰安婦という表象を借りている。しかし、この











脱走」という映画になつて、戦場での娼婦と一兵士の純愛、心中という筋だけが注目され、メロドラマチックな側面が強調されたが、しかし作者はこの作品で戦争の犠牲になつて虫けらのように死んでいく底辺の人々を共感をこめて描いているのである」 （ 「田村泰次郎「春婦伝」 」 （ 『国文学
　
解釈と鑑賞』一九七三年八月号） ）と述べて
いるが、この評価はやや性急すぎる。泰次郎の原作が、その点を主眼としな ら、問題を含んでいた点は指摘したが、 『暁 脱走』も「メロドラマチック」なだけではなく、女優の身体が抱え込んだ二重性、連続性が問題となった 、脚本の改稿 事実 あった。映画の台詞の中では、 「ピイ」という慰安婦の痕跡は消え、 「春婦」を冠したタイトルも変更されている。原作にはない、 「脱走」とその失敗という結末は、検閲をくぐりぬけ 結果であっ 。　
また、鈴木清順の『春婦伝』は、 『暁の脱走』を継承するかたち
での映画化ではなかった。そこでは、原作同様に「ピイ」 、 「天皇陛下」という台詞が交換されていた。ここでは女優の身体を通 た映像が注目され、慰安婦として「春美」が表象されていた。だが、泰次郎の意図した「朝鮮娘子軍」を受け継ぐ と なく、日本人慰安婦として、春美は描かれていた。
　
ところで、戦後の映画史を俯瞰するとき、一九六三年には『拝啓
天皇陛下様』 （野村芳太郎監督） 、一九六四年には『続・拝啓天皇陛下様』 （野村芳太郎監督） 、一九六五年には『兵隊やくざ』 （増村保造監督／有馬頼義原作）シリーズ第 作目、 『血と砂』 （岡本喜八監督（岡本は『暁の脱走』の助監督でもあった） ）など、ユニークな視点から戦争をとらえた作品や、 『太平洋奇跡の作戦
　
キスカ』 （六











きたいやうな慕情と、日本の女たちへの復讐的な気持で、これを書いた」と述べて る。慰安婦 いう存在への心的接近がこの作品の根底にあることは、公表を禁止されたプランゲ文庫収録の『日本小説』掲載予定だった「春婦伝」 、冒頭の献辞にも現われている。ただし、一九三九年五月に「大陸開拓文芸懇話会」に参加し、満州映画会社の李香蘭と知り合い、その年の十一月には自らの出版記念会（ 『大学』 （東亜書房） 、 『少女』 （赤塚書房） ）の席上で李香蘭と再会している。 「春婦伝」は李香蘭をイメージして
「春婦伝」を原作とした映画の変遷
一〇七




















  『日本小説』の創刊号には、鈴木信太郎解説「シラノ・ド・ベルジュラック」 、高見順「深淵 、丹羽文雄「人間模様」 、林房雄「母の肖像画」 、太宰治「女神」が掲載された。
（８）
 
一九四七年五月二五日発行。 「春婦伝」の他に、 「崩れた街にて」 、 女王








私は彼女たち娘子軍への泣きたいやうな慕情と、日本の女たちへの復讐的な気持で、これを書いた。 「肉体の悪魔」 肉体の門 と同じく、長い戦場生活のあひだに、自分の胸のなかに鬱積したものをぶちまけた ものだ。この作品 出来栄えに いては、正直な ころまだ私自身よくわからない。

























































































































ある。散発的に撃つだけだが、業を煮やした副官は機銃弾を撃ちまく のだった。倒れた二人の手が届きそうで届かず息絶える場面がクライマックスであるが、その点も「反戦メロドラマ」 （ 『映画年鑑１９５１年版』 と指摘された理由であろう。
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（（）  「殺し屋と春婦のあいだの虚構性」 （ 『映画芸術』一九六五年五月号）
（
（（）  『春婦伝』の脚本は、高岩肇が担当している。慶応大学在学中から、 『素質』 、 『新三田派』に小説を発表している。
（
（（）  「予想し得ぬ新世界への不思議な再生――鈴木清順の美学――」 （ 『映画によるもう一つの戦後論』 （那須書店、一九六六年十二月）
（
（（） 

















か、 「 「春婦伝」は何も申しません そこには支那 （勿論日本のロケ）風土があり、インバイと呼ばれる女たちがい、兵隊がいるだけです そしてそれらの人たちがめいめい勝手にうごき わるわけです」 （ 『キネマ旬報』一九六五年二月下旬号）と述べる。これはある意味で、 「３」で引用した、検閲官スロット 述べた映画論への、 「肯定的」解答にも聞こえ 。それゆえ、谷口が苦心した「戦争批判」と う主題化と 違うベクトルへ、『春婦伝』は向いている印象を受ける。
